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後期高齢者医療特別会計 

 

１ 制度の運営 

後期高齢者医療制度は、75歳以上の高齢者を対象とした制度で、制度の運営は、都道府県ごとに設置さ

れ県内の全市町村で構成される「岩手県後期高齢者医療広域連合」が保険者の役割を果たし、市町村と事

務を分担しながら行っている。 

 

 

２ 制度の財政 

制度の財源構成は、医療費の患者負担分を除き、約５割は公費により負担されている。また、約４割は

国民健康保険や被用者保険など現役世代からの支援金のほか、約１割は被保険者が納める保険料で運営し

ている。高齢者が安心して医療を受けられる仕組みを、世代を超えて支えている。 

 

 

３ 被保険者数 

後期高齢者医療制度の被保険者は、遠野市に住所を有している 75 歳以上の方である。また、一定の障

がいのある 65歳以上 75歳未満の方は、本人が希望し認定を受けると被保険者となることができる。 

令和元年度末の被保険者数は、本制度が施行された平成 20 年度の 5,674 人に比べて 315 人増加し

5,989 人となっている。 

 

表１) 被保険者数の推移                             （単位：人） 

年 度  

被保険者数 
Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 

年 度 末 現 在 6,261 6,255 6,168 6,122 5,989 

 うち、障がい認定を受けた者 82 77 61 51 52 

年 度 平 均 6,233 6,270 6,239 6,156 6,058 

 うち、障がい認定を受けた者 93 80 71 56 49 

  ※資料 岩手県後期高齢者医療広域連合「岩手県後期高齢者医療の概要」 

 
 

４ 保険料 

本制度では、後期高齢者医療に要する費用に充てるため、被保険者に個人単位で保険料を賦課し徴収

している。保険料を決める保険料率の基準は、２年ごとに見直しされ、県内均一となっている。 

平成30年度・令和元年度の保険料は、均等割額38,000円、所得割率7.36％で算定されている。 

所得の低い人ほど負担が軽減されるように配慮されており、減額した保険料は、市町村と都道府県に

よる公費で補填されている。 

保険料の徴収方法は原則年金からの天引き（特別徴収）であるが、被保険者の希望により市町村が徴

収する普通徴収を選択できる。令和元年度の保険料賦課総額は224,989,100円で、国の均等割額の軽減特

例の見直し等により、前年度比17,599,700円の増となった。 

保険料の収納対策については、被保険者間の保険料負担の公平性を図り、支援金等を負担している若

年世代の理解を得る観点からも、引続き収納率の向上に努める。 
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表２) 令和元年度分保険料の賦課、収納状況 

区 分 年度末賦課確定額 収納済額 収納率(％) 備  考 

現年度分 224,989,100 円 224,253,400 円 99.67 還付未済額 130,100円含む 

 
特別徴収 167,166,800 円 167,296,100 円 100.08 還付未済額 129,300円含む 

普通徴収 57,822,300円 56,957,300円 98.50 還付未済額    800円含む 

滞納繰越分 469,300円 300,300円 63.99 還付未済額  1,000円含む 

合 計 225,458,400 円 224,553,700 円 99.60  

 

表３) 令和元年度決算状況 

       事項 

款別 

歳  入        事項 

款別 

歳  出 

決算額(円) 構成比 決算額(円) 構成比 

１後期高齢者医療 

保険料 
224,553,700 66.68 １総務費 16,017,887 4.76 

２使用料及び手数料 41,000 0.01 ２後期高齢者医療

広域連合納付金 
320,181,241 95.21 

３繰入金 111,064,028 32.98 

４繰越金 728,361 0.22 ３諸支出金 102,800 0.03 

５諸収入 386,500 0.11 ４予備費 0 0 

歳入合計 336,773,589 100.00 歳出合計 336,301,928 100.00 

（歳入）336,773,589円 －（歳出）336,301,928円＝ 471,661円 は令和２年度に繰越 

 

５ 医療の動向 

後期高齢者医療制度は、医療費の１割又は３割を患者負担とし、残りを後期高齢者医療保険料、現役

世代からの支援金、公費（税金）で運営している。 

遠野市後期高齢者に係る令和元年度の総医療費は3,896,592千円となり、前年度の総医療費と比べ

63,158千円増加している。 

また、令和元年度の１人当たりの給付費は587,278円となり、前年度から3.44％増加している。 

対象者数（被保険者）及び件数は前年度に比べ減少しているが、医療給付費は増加している。 

医療給付費の状況                             （単位：人、件、円） 

項 目 対象者数 件数 総医療費 給付費 
一人当たり給付費 

1 件当たり 

給付費 一部負担額

含む 

給付費／ 

対象者数 

Ｈ27年度 6,233 150,687 3,945,647,159 3,620,876,092 633,017 580,920 24,029 

Ｈ28年度 6,270 151,324 3,925,446,768 3,596,055,221 626,101 573,533 23,764 

Ｈ29年度 6,239 154,852 3,925,300,888 3,589,288,842 629,155 575,299 23,179 

Ｈ30年度 6,156 166,141 3,833,434,325 3,495,205,338 622,715 567,772 21,038 

Ｒ元年度 6,058 162,838 3,896,592,135 3,557,727,588 643,214 587,278 21,848 

前年対比 98.41％ 98.01％ 101.65％ 101.79％ 103.29％ 103.44％ 103.85％ 

※資料 岩手県後期高齢者医療広域連合「療養費支給決定内訳書（毎年度４月～３月決定分）」「岩手県後期高齢者医療の概要

（年度＝当該年３月～翌年２月）」令和元年度は速報値である。    


